
.2月号

昭和57年12月27日

ぬおおな33窓会絞担当境警泌総筏均給q

発行日

〆『

~、

新
春
を
迎
え
て

時ゆ

所

伊

藤

進

長

附
和
五
八
年
の
幕
が

Armか
に
山
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
て
、
そ
の
船
内
向

裏
に
ど
の
様
な
情
景
が
展
開
し
て
ゆ
く

恒
で
し
ょ
う
か
?
。
ま
た
、
そ
の
と
役

で
あ
る
漁
業
者
の
同
時
に
、
川
を
ど
の

様
に
演
じ
て
頂
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
?

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
は
、
今
年
」

午
ど
う
や
ら
強
風
波
出
向
仰
が
山
っ
ぱ

な
し
と
い
う
引
に
な
り
そ
う
で
す
改

め
て
一二一口
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

作
印
止
し
れ
の
枇
川
に
只
市
川
が

.
川

・

九
%
も
山
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を

盛
一
下
露
地
す
る
段
附
で
丙
び
司
明
り
の

異
常
へ
い
死
を
起
す
可
能
性
が
多
分
に

戸-、

(
 

あ
る
と
一一一日
う
こ
と
で
す
。
今
後
絶
対
に

こ
の
憾
な
こ
と
を
繰
返
さ
な
い
様
、
総

量
初
制
を
厳
守
す
る
h
M
の
体
制
づ
く
り

か
附
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
同
町
の

ご
貸
川
を
得
て
遊
感
の
な
い
慌
お
願
い

し
ま
す
。

茂
浦
、
野
辺
地
で
海
中
飼
育
欣
流
し

た
サ
ケ
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
昨

秋
は
悼
誠
魚
も
円
捕
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
海
中
飼
育
し
た
サ
ケ
は
飼
育
海
域

へ
迷
わ
ず
帰
っ
て
決
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
訳
で
す
。
今
年
は
更
に
、
川
内
や

峨司恥

色
川
議標
パ川
の
さ

も

ケ
子

、丸

刈
)
臨

時

来
請

、
町
、
一
て
正

晶、

つ
ル

舎
峰
崎

閣
官
デ

‘

)へ，何

4

同茂

... 

蟹
田
地
先
で
飼
育
放
流
さ
れ
た
も
の
も

帰
っ
て
く
る
筈
で
す
。
サ
ケ
の
場
合
に

は
総
量
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大

い
に
放
流
量
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

ア
カ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
技
術
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
人
工
種
苗
を
も
と
と
し

て
、
ア
カ
ガ
イ
漁
業
の
再
編
成
が
可
能

に
な
っ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

と
賛
同
を
得
て
、

一
歩
を
進
め
た
い
も

の
で
す
。

外
海
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ブ

・
ア
ワ

ビ
の
大
規
模
漁
財
造
成
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

瀬
川
崎
出
発
、
ワ
ニ
の
移
廼
な
ど
の
効
果

が
徐
々
に
、
し
か
し
確
実
に
現
わ
れ
て

来
マ
ぬ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

栽
培
漁
業
か
ら
見
放
さ
れ
た
か
に
思

わ
れ
て
い
た
日
本
海
犀
で
す
が
、
一二
年

に
亘
る
津
軽
海
域
総
合
開
発
調
査
の
結

果
、
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
次
第

に
姿
を
国
わ
し
て
き
ま
し
た
。
ヤ
リ
イ

カ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、サ
ザ
エ
、

ワ
ス
メ
パ
ル
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
が
そ

の
メ
ニ
ュ

ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。
今
年

は
更
に
皆
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
こ
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
可
能
な
事
業

計
画
に
練
り
あ
げ
る
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
る
で
し
ょ
う
。

『
夢
は
大
き
く
、
足
は
地
に
』

だ
と

思
い
ま
す
。
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ホ
タ
テ
第
二
次
へ
い
死
を
防
ご
う

同~民~出~民~民~民~民岳民:i)Þ民~民~同~民~出~

さ
る
十
月
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態

調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
を
み
る
と
色
々
と
問
題
が
あ
り
、
来

年
に
は
第
三
次
へ
い
死
が
心
配
さ
れ
ま

す
c

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
二

C
号
(
九

月
)
で
田
中
が
早
く
も
そ
の
心
配
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
態
調
査
で
は
そ
れ

が
現
実
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
わ
け

で
す
。

《
稚
貝
の
異
常
多
い

》

表
1
に
半
成
貝
と
稚
貝
の
へ
い
死
率

と
異
常
貝
出
現
率
を
、
地
区
別

・
年
度

別
に
一
不
し
ま
し
た
。
半
成
貝
は
へ
い
究
、

異
常
と
も
昨
年
ま
で
と
比
較
し
て
非
常

に
低
く
な
り
ま
し
た
が
、
問
題
な
の
は

稚
貝
の
方
で
、
異
常
貝
出
現
一
泌
が
平
均

一
四

・
九
%
と
高
く
来
年
の
生
産
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
(
図

1
1
ま
た
、

す
べ
て
の
地
区
で
今
ま
で
よ
り
高
く
な

っ
て
お
り
、
特
に
青
森
と
平
内
地
区
で

目
立
っ
て
い
ま
す
。

〈
半
成
貝
は
成
長
不
良
〉

表
2
は
昨
年
度
と
比
較
し
た
半
成
員

の
養
殖
方
法
別
、
稚
貝
の
用
途
別
の
結

果
で
す
が
、
半
成
貝
の
殻
長

・
重
量
が

少
な
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特

青森県水産増殖センターだより第22号

ほ
た
て
員
部

平

野

中
II.!J'、

に
耳
吊
り
貝
に
そ
の
傾
向
が
強
く
、
一

昨
年
か
ら
の
同
じ
時
期
の
調
査
で
比
べ

て
み
る
と
、
図
2
の
よ
う
に
今
年
は
約

二
五

g
落
ち
こ
ん
で
い
ま
す
ご

こ
の
よ
う
に
半
成
貝
の
成
長
が
思
い

へい死率、異常員出現率の地区虫IJ調査結果

調 上磯地区 青森地区 平内地区 上北地区 下北地区 全湾平均 | 
査

2へい死率 異常貝 へい死宰 異常員 へい死事 異常良 へい死辛 異常員 へい寛平 異出常良 へい死率 異現常貝出現率 出現率 出現率 出現率 現率 出率

57 4.2 3.8 30.7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3 9.9 

561 63.4 30.0 55.1 34.4 19.5 12.9 27日 15.7 47.5 16.9 30.9 15.9 

半

551 15.7 11.4 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 11.3 11.3 25.6 11.8 

成

541 36.7 17.5 23.1 8.2 21.0 7.3 20.7 13.9 18.8 13.8 24.0 10.5 

員

4.3 1 46.7 531 91.8 66.7 53.6 6.8 35.1 16.2 11.7 1.7 38.2 6.0 

521 53.1 41.0 93.3 73.1 74.7 73.4 80.1 70.4 79.9 52.7 

戸「表|

- 1 

。
稚貝の異常貝出現率

。
妻
家
貝
出
現
主

571 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 21.5 1 3.1 4.7 2.9 4.5 4.3 14.9 

椎 56 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 11 2.0 0.4 1.1 0.6 2.0 1.3 

55 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6 7.7 1.5 8.5 2.3 7.1 1.2 

員 54 18.6 3.2 16.8 4.9 9.1 7.5 9.8 2.4 11.4 3.7 

531 47.0 6.4 16.5 3.2 15.2 0.8 18.7 。18.6 1.6 
図|-. 

戸h、、

こ
と
は
、
今
年
の
夏
頃
か
ら
盛
ん
に
一高

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
統
計
的

に
確
か
め
た
の
が
図

3
で
す
。
こ
れ
は
、

今
年
六
j
九
月
に
出
荷
さ
れ
た
耳
吊
り

貝
を
サ
イ
ズ
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

昨
年
が

D
1
E
主
体
で
あ
る
の
に
比

べ
、
今
年
は

F
主
体
と
な
っ
て
お
り
、

小
型
化
が
は
っ
き
り
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ズ
別
の
平
均
重
量
か
ら
貝

の
個
数
を
推
定
す
る
と
、
今
年
は
昨
年

の
二
倍
近
ぐ
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
総

出
荷
量
は
そ
の
割
で
な
く
、
貝
一
個
当

り
の
平
均
重
量
は
昨
年
八
五

・
四
g
か

ら
今
年
は
六
九

・
五
g
と
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
恒
は
実
態
調
査
の
結
果
(
図

2
)
と
ほ
ぼ

一
致
し
ま
す
。

57年 65g

。国
耳吊り半成貝の平均重量

56年 89g55年 90g

o 

図2



〈危
険
な
過
密
化
〉

図

4
は
調
査
結
果
か
ら
導
か
れ
た
内

内
の
養
殖
実
態
で
す
が
、
昨
年
と
比
べ

る
と
パ
l
ル
ネ
ッ
ト
、
耳
吊
り
の
収
容

数
が
増
え
、
丸
電
、
耳
吊
り
の
連
の
間

隔
が
狭
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

県
の
指
導
す
る

一
m
間
隔
に
直
し
て
み

る
と
一
連
当
り
の
個
数
は
三
種
と
も
過

密
で
、
特
に
耳
用
り
と
パ

l
ル
ネ
ッ
ト

は
超
満
員
の
状
態
で
す
。

こ
の
方
法
で
比
べ
る
と
今
回
調
査
し

<$司<'$l同等当<1<'$l<I <'$l<I dC同等:l<i<'$l<I <'$l<I d(;訓告知<'$l<I<'$l<I青森県水産増殖センターだより第22号3 
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た
サ
ン
プ
ル
で
-

m
d
J
り

一
五
じ
一
個
以

内
の
ギ
リ
ギ
リ
の
八
ハ栴
ラ
イ
ン
の
も
の

は
、
耳
吊
り
二
九
%
、
丸
筒
じ
四
%
、

パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
4

一
一
%
と
な
り
、
や
は

り
同
様
の
結
果
を
示
し
ま
し
た
。
耳
仙

の
の
一

m
当
り一一

O
九
個
は
昨
年
よ
り

二
九
個
増
え
て
お
り
、
一一

O
O
m施
設

で
は
実
に
五
、
八
O

(

)

個
の
増
加
に
な

る
わ
け
で
、
危
険
な
密
嫡
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
り

4，000 t 

貝の小型化時大量へい死の赤信号

d珍
( F主体)

3，000 t 2，000 t 1，000 t 
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圏
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泊
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，

細

川

守

q
u
f
t

、

ム
I
==ロムロ

6 ~ 9月のサイズ別耳吊員出荷量 (県漁連資料より )図 3

〈
今
後
の
対
策
)

こ
の
よ
う
に
今
作
の
税
同
に
異
常
ー

が
多
く
出
た
河口
尽
に
は
、
数
年
来
の
耳

目
り
養
硝
背
及
に
よ
る
地
問
問
化
が
あ
る

わ
け
で
す
の
こ
の
川村(市
以
か
即
来
年
の

入
国
旦
へ
い
死
に
つ
な
が
る
と
は
断
一一一で

き
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で

あ
る
こ
と
は
椛
か
で
、
も
し
川相
会
一次
へ

い
叫
ん
に
札
制
作
わ
れ
た
ら
、
ま
た
数
年
に

わ
た
る
火
打
撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

(TT:ぷては)

これが湾内の

平均です/

(
 

こ
れ
を
避
け
る
辺
は
今
ま
で
も
問
コ一

に
わ
た
っ
て
一
日
わ
れ
て
き
た
い引
を
守
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
そ
れ
は
総
監
刻
制

を
叩
る
こ
と
、
育
成
特
別
歩
一
徹
底
す
る

こ
と
の
一
一
つ
で
す
ョ
こ
の
う
ち
、
今
年

の
半
成
引
の
へ

い
死
、
異
常
が
少
な
い

こ
と
か
ら
は
て
も
育
成
情
理
に
つ
い
て

は
(
収
容
数
の
多
一さ
、
川
隔
の
狭
さ
な

ど
を
除
い
て
)
か
な
り
取
苫
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、
総
量
規
制
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
が

戸画、

実
態
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
組
内
が
主

依
と
な

っ
て
総
量
規
制
を
守
っ
て
い
く

必
安
が
あ
り
、
さ
ら
に
五
九
年
の
区
画

漁
楽
権
凶
換
え
に
際
し
て
規
制
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
問
、
来
春
の
分
散
(
耳
同
り
を
合

め
)
に
は
異
常
以
を
全
て
処
分
し
て
、

被
告
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

VlmrB~ に直すと v -v 
~~ ~設.!.'j
Q喜善三菱
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図4 湾内の養殖実態と Im間隔に換算した収容数



海
中
飼
育
放
流
の

標
識
サ
ケ
帰
る

4 青森県水産増殖セ ン タ ーだより 第22号 民~民~民;;þ民~民岳民~~~民岳民~民岳民3白区~

《センタ
ー
で
は
、
今
年
度
も
海
中
飼

育
放
流
サ
ケ
の
回
帰
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
今
年
に
か

け
て
、
待
望
し
て
い
た
標
識
魚
が
採
捕

さ
れ
、
サ
ケ
が
故
郷
で
あ
る
陸
奥
湾
へ

間
違
い
な
く
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

表
1
に
水
産
庁
の
別
枠
研
究
で
実
施

し
て
来
た
サ
ケ
の
海
中
飼
育
放
流
状
況

センター前沖で採捕された標識魚(脂鰭+右腹鰭切断・ 3年魚)

脂ビレ切断
↓ 

魚
類
部

、l 
J
 

ム
居

大

郎

を
、
ま
た
表
2
に
そ
の
回
帰
見
込
み
年

度
を
一
不
し
ま
し
た
ご
今
年
度
は
昭
和
五

四
年
放
流
群
が
同
年
魚
と
な
っ
て
(
標

識
な
し
)
、ま
た
昭
和
五
五
年
放
流
群
が

三
年
魚
と
な
っ
て

(
標
識
あ
り
)
回
帰

す
る
年
に
当
っ
て
お
り
、
特
に
三
年
魚

の
中
に
標
識
魚
が
発
見
さ
れ
る
事
を
期

待
し
て
い
た
訳
で
す

R

こ
こ
で
は
茂
浦
、
野
辺
地
岡
地
先
に

お
け
る
回
帰
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

戸園、、

腹ビレ切断

左腹ビレ切断(野辺地地先放流群)〆ー‘、

図 |サケの標識方法 右腹ビレ切断(茂浦地先放流群)

(茂浦及び野辺地地先，海中飼育放流群の差)

〔単位:千尾〕

みで1茂浦地先 |野辺地地先 野辺地川 4ceコh 計
海 面海面

208 2 ，293 日百平日 1 ，905 180 
54 ( 0 ) ( 0 ) (日) ( 0 ) 

55 152 853 10 1 ，014 
(152)1 (53) ( 0 ) 204) 

56 
987 962 249 2，197 
(101) I (106) ( 0 ) (207) 

57 
165 1420 161 1，746 
( 165)1 ( 0 ) (161 ) 326) 

陸奥湾におけるサケ試験放流状況表 lで
に
得
ら
れ
た
調
六
日
取
の
慨
咲
か
一
桁

介
し
て
み
ま
す

〈
茂
浦
地
先
放
流
群
〉

昨
庁
度
と
川
慌
に
セ
ン
タ
ー
前
仰
の
ぬ

小
川
庁
政
流
地
点
に
、
昨
年

-

け
同

日
以
米

」
ケ
統
の
刺
桝
を
叫
日
開
し
て
サ

ケ
の
か
か
る
の
を
ね
っ
て
お
り
ま
し
た

そ
の
結
製

-
い
月
一
歩い
日
以
降
三
一
パ

一
(
U
H
創
作
ま
で
に
計
じ
・
一
尾
か
採
捕

さ
れ
ま
し
た
。
昨
秋
川
則
の
.

L

ハ
し
出

と
比
較
す
る
と
ま
だ
半
分
以
下
で
す
J

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
丘
な
ど
に
よ

る
と
、
茂
楠
地
宅
一
二
一
一
。
ペ

前
カッコ内 '標識魚尾数

試験放流サケの回帰年および回帰年令

誌と 日百手口55 56 57 58 59 60 61 

日百平日
ぐ:Z~ 立 E ~ 54 

55 乏 豆 瓦 cs: 

56 z J: @; ⑤ 

57 z ③ ④ ⑤ 

表2後
、
消
出

・
稲
生
地
先
で
も

.

.
 八
尾

J
J
制
慾
さ
れ
た
慎
様
で
、
例
年
の
.
、

a

一
-
一
パ
ハ
巳
冷
一
上
同
り
、
今
後
さ
ら
に
増

加
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す

一

試
験
探
捕
魚
に
つ
い
て
は
、
国
2
に

示
し
た
様
に
、
三
年
魚
が

二

了

五

%
、

四
年
魚
八
三

・
三
%
と
な
っ
て
お
り
、

一宇
年
魚
、
五
年
魚
は
み
ら
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
コ
今
年
魚
で
は
雄
が
、
四
年
魚
で

は
雌
の
数
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、
八
八

%
が
フ
ナ
ケ
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た。

前
述
の
様
に
、
今
年
初
め
て
三
年
魚

の
中
に
標
識
魚
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
尾
数
は
表
3
に
示
し
た
様
に
、
試

験
採
捕
と
担
幾
分
を
含
め
て
二
重
尾
に

達
し
ま
し
た
=
こ
れ
に
よ
り
作
教
の
調

査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
点
、
す
羽
わ

ち
一
級
中
飼
育
放
流
魚
が
放
流
海
域
へ
回

帰
す
る
こ
と
が
完
全
に
実
証
さ
れ
た
訳

で
す
。
な
お
茂
捕
に
隣
接
す
る
野
内
川

に
お
い
て
も
、
茂
開
地
先
放
流
群
と
み

ら
れ
る
標
識
魚
三
尾
の
棚
上
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
放
流
海
域
へ
回
帰
し
た
サ

ケ
は
庵
卯

μ
当
っ
て
は
付
近
の
向
川
へ

糊
上
ず
る
も
の
と
組
像
さ
れ
ま
す
。

〈
野
辺
地
地
先
放
流
群
〉

図

3
に
ホ
し
た
様
に
、
昨
年
九
月
上

旬
以
降

一
一
月
上
旬
ま
で
に
計
八

一
三

0印内は標識魚の回帰年令

宇
N =39 

図 2センター前沖における
試験採捕状況

尾
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20 
尾
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昭和57年 12月10日現在の標識魚採捕状況(何れも 3年魚)

代II*J*採補モ¥同師¥等?草証Z、Z言¥ 
茂，甫地先放流群 野辺地地先放流群 ? 群
(脂鰭+右腹鰭切断) (脂鰭+左腹鰭切断) (脂鰭のみ切断)

言十 計

センター前沖 3 4 

茂 J甫 沖 7 8 。
土 屋 j中 3 5 8 。 事|

久栗坂;中 2 

今別沖 (7) 。
脇野沢沖 。 3 3 
野辺地沖 2 9 11 

4口〉‘ 言十 6 16 22 2 10 12 。 5 5 

表 3

♀ 
I N ~ 458 (;可)11101 ，海面35 7)
200 L 
尾

尾 A

200 r N ~355 (河川 63 ，海面292 )

c::二コ河川

仁二コ 海面

50 

100 

150 

150 

100 

50 

尾
(
海
域
六
凹
九
尾
、野
辺
地
川

一
六
四

尾
)
が
採
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
雌
の
割

合
が
多
く
、
ま
た
ブ
ナ
ケ
の
も
の
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

ホ採捕の場所力、ルつ何れも茂浦地先般流群とみ bれる。

野辺地地区(海面及び河川)
における干采捕状況

保
識
色
…
は
野
辺
地
理
主
一
(
尾

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
辺
地
川
へ

の
糊
上
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。凶

1
に
-r
小
し
た
様
に
、
茂
浦
と
野
辺

地
で
は
標
識
万
法
を
姿
え
て
お
り
ま
す

の
で
(
茂
浦
の
も
の
は

h
腹
ビ
レ
切
断
、

野
辺
地
の
も
の
は
左
腹
ヒ
レ
切
断
)
、
夫

夫
区
別
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
結
出
末
、

茂
潤
で
放
流
し
た
も
の
は
茂
浦
へ

、
野

辺
地
で
放
流
し
た
も
の
は
野
辺
地
へ
削

っ
て
来
て
お
り
、
全
く
出
迷
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
大
笈
興
味
深
い
こ
と

で
す
の

〈
お
わ
り
に
〉

以
ヒ
湾
内
一
一
地
先
に
お
け
る
サ
ケ
の

説
中
削
門
放
流
魚
の
凶
帰
状
況
を
述
べ

ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
陀
奥
内
内
に
お

け
る
サ
ケ
の
回
帰
ル

l
ト
を
調
べ
る
た

め
に
、
昨
年

一
二
月
中
旬
以
降
湾
口
部

か
ら
親
魚
に
傑
識
を
つ
け
て
(
ボ
タ
ン

標
識
取
付
け
)
放
流
す
る
調
査
も
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
標
識
魚
の
再
採
は
、
何
れ

も
大
笈
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
小
で
傑
識
魚
を
採
補
さ
れ
た
場
合
に

は
必
ず
報
告
を
し
て
頂
く
様
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図 3

皐

実3

2畿

標

識

放

流

の

話

にをターで ての回資放 Al. うよLJ まと L従 業が漁
標通グ部詳際い調遊源流 ~Æ_ー〈乙~ 'I' f可こだおはしも経業「
識す(をし識ま査 ・ 量は もJ長雪ーコ京lC琴コみ月i雨、 段にの少り 中 カ=盛ちへと
紫 、 図切くのす研移や放 ヰミ~ χ(( '. . v がはよいL_ L_ しん 、.ノ る
(的参る述種 。究叡]街、i'frE と 、うよととなに同 」 漁
迷り照方べ類 の経l!!f効 (タラ) (クルマエヒ)らしなう別[，"，Jが行近が菜
子針可法たは た路量果 . れば放で停fわらわで 1][1か
札を細の鰭 、 め 、のの フラスチけ製アンカタグ まし流すにれ 、れはばら
)付い他(本に成宇佐調 すばタIJ 0 答て寸て魚れつ
をけ紐にヒ文 も長定査 J へ ...---.. 。標製 え寸しい介てく
付るや 、レの 広 、、 だ~ t戸]缶....... (ア川¥ ま識を らはてま類かる
け 、チア'-' --， く生分け~与叫(川)た放調 れい 、すのら(
るこユンやサ 行態布で V てち町『間ン ¥._ '"ノ 、流企 る 、そ 。放寸'J比
、れ lカ体ケ わな状な ~ --- 僚とす 例この 流数培
焼らブ!の」 れど態く 焼印(ヒラメ) 丸型迷子容し 識いる はの r;jJ 世年)

印
を
押
す
、
入
れ
墨
を
す
る
、
体
全
体

を
決
め
る
、
な
ど
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
色
、
形
、
大
き
さ
、
数
な
ど
を

笈
え
た
り
、
二
種
類
以
上
の
標
識
を
組

み
ム
ハ
せ
た
り
、
文
字
や
記
号
を
付
け
た

り
し
て
、
放
流
山
刷
所
や
放
流
時
期
が
区

別
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

標
識
放
流
さ
れ
た
種
類
も
、
サ
ケ

・

マ
ス
類
、
ヒ
ラ
メ

・
カ
レ
イ
類
、
y
イ
・

メ
バ
ル
類
、
マ
タ
一
フ
、
タ
イ
類
、
ハ
タ

ハタ
、
サ
メ
、
タ
チ
ワ
ォ
、
ス
ル
メ
イ

カ
、
ヤ
リ
イ
カ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、
ア
ワ

ビ
な
ど
実
に
多
種
多
憾
で
、
標
識
放
流

さ
れ
た
数
は
、
昨
年
だ
け
で
も
数
百
万

個
依
に
及
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
標
識
放
流
の
泣
き
ど
こ

ろ
は
再
捕
デ
ー
タ
(
ど
ん
な
標
識
魚
が
、

同
時
、
ど
こ
で
採
ら
れ
た
か
)
の
把
握

で
す
。
幾
ら
沢
山
放
流
し
て
も
、
そ
れ

が
再
ぴ
捕
獲
さ
れ
て
報
告
さ
れ
な
け
れ

ば
、
向
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
た
り
、
発
見
者
に

は
謝
品
を
贈
る
な
ど
し
て
、
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
訳
で
す
。

原
識
魚
の
再
捕
デ
ー
タ
は
、
栽
括
漁

業
を
推
進
す
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
も

の
で
す
。
私
た
ち
の
海
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
是
非
、
皆
さ
ん
の
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ノ
担
当
魚
類
部
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戸
ワ
ビ
の
放
流
効
果

青森県水産増殖セ ンタ ーだより第22号民~同~民~民~~回~民~民~~凶~民岳民岳民~

伶
青
森
県
の
ア
ワ
ビ
生
産
量
は
師
げ
一

五
()
ト
ン
程
度
が
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、

一
一見
、
安
定
し
た
漁
業
で
あ
る
か
に
け
比

え
る
ア
ワ
ビ
漁
業
で
あ
る
が
、
地
先
師

に
見
れ
ば
v

必
ず
し
も
そ
っ
と
は
言
い
切

れ
な
い
従
来
の
ア
ワ
ビ
漁
業
は
地
先

の
ア
ワ
ヒ
資
源
が
減
少
す
る
と
二

i
一-一

年
間
禁
漁
に
し
て
資
源
の
副
復
を
待

っ

た
も
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
人
為
的
に
生
産
し
た
ア
ワ

ビ
稚
貝
を
杭
極
的
に
漁
射
に
放
流
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
漁
獲
水
準
ぞ
維
判
し
よ

う
と
す
る
考
え
h
が
出
て
来
て
お
り
、

更
に
ア
ワ
ビ
の
生
息
環
境
冷
一改
善
、
拡

大
し
よ
う
と
す
る
大
規
税
増
殖
場
造
成

事
業
等
が
実
施
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
来

て
い
る
ご

セ
ン
タ
ー
で
は
ア
ワ
ビ
増
殖
に
関
す

る
種
々
の
試
験
を
行
っ
て
き
た
が
、
ぶ

年
度
か
ら
は
放
流
技
術
と
放
流
効
果
に

関
す
る
試
験
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
。

殻
長
一
叩
か
ら
九

叩
ま
で
の
各
種
サ
イ

ズ
の
ア
ワ
ビ
に
個
依
標
識
を
付
け
、
放

流

一
年
後
の
再
捕
率
を
調
べ
、
氷
揚
げ

ま
で
の
通
算
歩
留
り
を
推
定
し
よ
う
と

い
う
担
い
で
あ
る
。

貝
類
部

5頁

志

) 11 

人

本
試
験
は
階
上
町
大
蛇
地
先
で
行
っ

て
お
り
、
標
識
同
一
一、
二
こ
こ
個
、
無

保
識
民
間
、
問
{一
一
例
が
一
五
じ
年
六
月

に
吹
流
し
た一

政
流
出
明
は
印
か
ら
へ

-

」

m
州
へい
、
次
様
凹

m
の
岩
盤
上
に
設

問
さ
れ
た
「
一
ン
ク
ソ
-
ト
ブ
ロ
ソ

ク
礁

で
、
間
四
は
ト
ヒ
恨
、
ト八
小
の
一
引
か
白
地

帯
で
格
併
の
ア
ワ
ビ
開
制
で
あ
る

放

流
4
J
日
は
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
ア
イ

ナ
メ
、
ク
ジ
メ
な
ど
が
攻
撃
を
加
え
隙

識
い
の
う
ち
い
ハ
心
例
の
ア
ワ
ビ
死
殻
を

向
収
し
た
が
、

一
つ
け
後
の
観
察
で
は

ヒ
ト
デ
類
も
い
な
く
な
っ
た

ま

た

、

放
流
民
の
う
ち
八
刊
以
上
の
孔
は
放
流

後

一
(
)
臼
で
沖
什
に
移
動
し
た
が
、
そ

れ
以
下
の
民
は
放
流
出
明
周
辺
に
留
ま

っ
て
い
る
一

一
二
月
の
観
察
で
も
川
械

の
傾
向
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
放
流
H
も

順
調
に
成
長
し
て
い
る

一

本
試
験
は
副
作
進
行
巾
で
あ
り
、
こ

の
先
幾
多
の
困
難
が
予
慰
さ
れ
る
が
、

地
元
の
と
協
力
を
得
て
放
流
効
果
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
最
近
に
な
っ
て
漁
業
告

が
漁
獲
す
る
ア
ワ
ヒ
の
小
に
放
流
し
た

ァ
〔
-
が
見
ら
れ
内
刈
が
山
て
来
て
お

り
、
大
安
喜
ん
で
い
る
次
第
で
あ
る
c

県
南
の
階
上
町
荒
谷
地
先
で
は
五
一

年
以
降
、
一
ほ
年
約
一
万
何
の
ア
ワ
ヒ
従

属
を
放
流
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
年
の

漁
獲
ア
ワ
ビ
の
う
ち
一
一
り
が
放
流
ア

ワ
ビ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
丙
捕

さ
れ
た
放
流
民
の
う
ち

-
苔
の
大
物
は

殻
長
A

一
-
Lハ
m
、
重
量
二
二

Jg
で

あ
っ
た
。
荒
谷
地
先
で
は
鈎
取
り
漁
法

で
ア
ワ
ヒ
を
捕
獲
し
、
円
開
け
は
一
a

月
に
四
回
、

二

一月
に
四
回
の
計
八
四

円
度
で
あ
る
。

ア
ワ
ビ
漁
業
を
醤
ん
で
い
る
各
地
先

の
読
有
の
湾
問
問
、
あ
な
た
の
地
先
で
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
一
よ
い
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
2

昭
和
五
七
年
の

与

/
b

陸
奥
湾
海
況
に
つ
い
て

"
で
々

漁
場
部
長

古
同

橋

成

克

昭
和
五
七
年
の
陸
奥
湾
の
侮
況
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
る
む
昧
で
、

概
要
を
と
り
ま
と
め
て
み
ま
し
た
ご

一気

温
}
図
1

茂
捕
に
お
け
る
示
品
の
観
測
結
巣
と
、

2 ， 

、主L当主包，/

' . ;JY!jf(113;; 
八八/

よ;トノヘ/VVv

(:;lベノ/
図| 気温、気象の特徴と水温

57年

6

4

2
 

右

存

殴

繁

量

イ
の

一
五
旧
一層の
水
温
を
一ホ
し
ま
し
た。

一
般
に
低
温
に
経
過
し
ま
し
た
が
、
特

に
一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
顕
著
で
し
た
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
湾
外
か
ら

流
入
し
た
暖
水
塊
が
湾
内
の
冷
水
崎
県
と

長
い
間
恒
ら
ず
に
、
そ
の
下
部
に
潜
り

込
ん
で
し
ま
う
現
象
が
起
っ
た
こ
と
が

あ
げ
=り
れ
ま
す
2

{溶
存
酸
素
}
図
2

底
層
の
倍
存
酸
素
量
の
季
節
菱
化
を

示
し
ま
し
た
コ
通
常
軟
に
最
低
と
な
り

ま
す
が
、
五
七
年
は
平
年
並
み
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
c

一ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a
}
図
3

ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
の
餌
と
な
る
植
物

プ
ラ
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